
 

中
部
環
境
先
進
五
市
サ
ミ
ッ
ト 

七
月
五
日
、
新
城
文
化
会
館
に
於
い
て

第
九
回
中
部
環
境
先
進
五
市
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
新
城
～
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境

活
動
の
タ
ス
キ
～
を
テ
ー
マ
に
参
加
五

市
の
市
長
や
関
係
者
ら
が
一
堂
に
会
し

議
論
が
行
わ
れ
た
。 

保

存

会

か

ら
は
夏
目
宏

一
、
小
山
孝
夫
、

原
田
英
史
、
田

中
幸
男
、
柴
田

賢
次
郎
、
小
山
舜
二
が
参
加
し
た
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
は
、
約
十
年
前
の
環
境
首
都

コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
入
賞
し
た
中
部
地

域
の
多
治
見
市(

Ｔ)

、
安
城
市(

Ａ)

、
新

城
市(

Ｓ)

、
掛
川
市(

Ｋ)

、
飯
田
市(

Ｉ)

の
頭
文
字
を
つ
な
い
だ
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
命
名
、
各
市
が
県
境
を

超
え
て
環
境
保
護
に
力
を
入
れ
、
市
民
協

働
の
活
動
で
成
果
を
出
し
て
い
る
。 

 

第
一
部
で
は
、
開
催
市
の
穂
積
亮
次
市

長
が
あ
い
さ
つ
。
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
長
の
小
山
舜
二
が
日
本
の
棚
田
百
選

に
認
定
さ
れ
た
「
四
谷
の
千
枚
田
環
境
保

全
活
動
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。 

四
谷
の
千
枚
田
は
、
鞍
掛
山
の
南
西
斜

面
に
四
百
二
十
枚
の
棚
田
が
階
段
状
に

連
な
る
日
本
三
大
石
積
み
の
棚
田
で
、
耕

作
者
は
「
湧
水
・
天
日
干
し
、
こ
れ
以
上

贅
沢
な
コ
メ
が
何
処
に
あ
る
だ
ん
」
と
、

ま
た
棚
田
全
部
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
位
置

づ
け
「
生
き
も
の
と
共
生
し
た
体
に
優
し

い
コ
メ
づ
く
り
の
実
践
」
等
々
、
厳
し
い

条
件
を
プ
ラ
ス
思
考
に
日
々
邁
進
。
こ
う

し
た
地
道
な
活
動
が
春
夏
秋
冬
、
四
季
を

問
わ
ず
美
し
い
景
観
を
都
市
近
郊
か
ら

訪
れ
る
人
々
に
癒
し
の
空
間
と
し
て
、
今

で
は
年
間
二
万
人
近
く
の
見
学
者
が
訪

れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
。
ま
た
、「
四

谷
の
千
枚
田
の
保
存
継
承
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
場
所
と
連
携
を
図
り
、

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
報
告
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
参

加
五
市
の
市
長
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
世

代
へ
向
け
た
環
境
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
新

城
市
は
、
市
民
と
行
政
が
連
携
し
環
境
基

本
計
画
実
現
を
目
指
す
「
し
ん
し
ろ
ア
ジ

ェ
ン
ダ21

市
民
会
議
」の
意
義
と
課
題
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
示
し
た
。 

ま
た
、
第
二
部
で
は
各
市
の
市
民
団
体
が

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
有
意
義
な
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 191 号  

 

＜棚田カードが作成されました！！＞

　　この度、農林水産省により棚田地域の活性化を促すきっかけ

　となる広報ツールとして、全国３１府県５６地区の棚田を対象

　とした「棚田カード」が作成されました。

　　また、棚田へのアクセス情報や地域情報、地域で取り組まれ

　ている保全活動等を記載した「棚田めぐりガイド」及び、今回

　作成した棚田カードの一覧を記載した「棚田めぐりマップ」も

　併せて作成されました。

　　愛知県内では、「四谷の千枚田」の棚田カード及び棚田めぐ

　りガイドを作成し、７月１９日（金）より次の場所にて配布し
　ています。

　＜配布場所＞

　　　① 愛知県新城設楽農林水産事務所 建設課

    　 　  住　　所：北設楽郡設楽町田口字小貝津6-2

　　　     電話番号：0536-62-0554

           配布時間：9:00～17:00（年末年始は除く）

      ② 四谷の千枚田／(新城市四谷地内)

　　　　　・お田植え感謝の夕べ： 6月第１土曜日

　　　　　・収穫感謝祭　　　　：12月第２日曜日

          ※上記イベント開催時のみの配布となります。



 

連
谷
老
人
ク
ラ
ブ
研
修
旅
行 

 
七
月
十
三
日
、
連
谷
明
朗
ク
ラ
ブ
二
十

六
人
は
年
二
回
行
う
日
帰
り
研
修
旅
行

を
行
っ
た
。 

 

研
修
先
の
三
河
温
泉
「
海
遊
亭
」
は
送

迎
込
み
五
千
円
と
破
格
の
値
段
で
、
年
金

生
活
の
会
員
に
は
大
衆
演
劇
と
三
河
湾

の
海
の
幸
を
盛
り
込
ん
だ
海
鮮
料
理
が

楽
し
め
る
贅
沢
な
場
所
で
も
あ
る
。 

 

劇
団
炎
舞
は
旗
揚
げ
か
ら
三
十
余
年

と
円
熟
し
た
演
技
に
会
員
は
「
よ
か
っ
た

ゾ
ン
」
、「
泣
け
ち
ゃ
っ
て
ノ
ン
」
と
満
足

気
で
あ
っ
た
。
帰
路
は
定
番
の
形
原
漁
港

の
「
味
の
ヤ
マ
ス
イ
」
で
魚
介
類
を
ど
さ

ま
く
買
っ
ち
ま
っ
て
、
何
処
へ
配
ら
ぁ
か

…
と
ご
満
悦
。 

 

名
目
が
研
修
旅
行
で
あ
り
、
毎
回
、

(

舜)

は
講
師
と
し
て
身
近
な
出
来
事
を

お
伝
え
す
る
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
千

枚
田
」
の
話
は
「
ホ
ラ
」
に
も
捉
え
兼
ね

な
い
た
め
、
前
回
に
続
き
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
」
で
お
茶
を
濁
し
た
。
こ
れ
が
代
え
っ

て
好
評
で
、
次
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
た
だ
、
一
口
に
ビ
ン
ゴ
と
い

っ
て
も
ゲ
ー
ム
を
や
る
か
ら
に
ゃ
あ
、
景

品
が
無
く
ち
ゃ
あ
面
白
く
も
、
へ
っ
た
く

れ
も
な
い
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
景
品
ぐ
ら

い
は
や
り
た
い
。 

 

…
タ
ス
ケ
テ
ェ
～ 

年
に
二
回
の
研
修
旅
行
、
ま
し
て
や
鳳

来
地
区
で
は
唯
一
の
明
朗
ク
ラ
ブ
、
活
動

も
「
毎
月
二
十
日
に
会
い
ま
し
ょ
う
！
」

を
合
言
葉
に
旧
連
谷
小
学
校
へ
集
ま
り

ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
づ
く
り
、
は
た
ま
た
千

枚
田
の
知
恵
者
と
し
て
も
元
気
が
余
威
。 

 

千
枚
田
に
案
山
子 

 

七
月
二
十
日
、
千
枚
田
に
案
山
子
が
立

っ
た
。 

こ
の
案
山
子
は
設
楽
町
津
具
の
「
チ
ー

ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
の
メ
ン
バ
ー
六
名
が
作
製
。

過
去
に
は
欽
ち
ゃ
ん
＆
香
取
慎
吾
の
仮

装
大
賞
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
、
昨
年
は
視
聴

者
投
票
で
受
賞
な
ど
、
山
里
の
人
気
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。 

 

今
回
は
収
穫
の
喜
び
を
表
現
、
脱
穀
を

し
た
籾
を
背
負
板
で
運
ぶ
老
夫
婦
と
何

処
に
も
居
る
「
な
ま
く
ら
爺
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
リ
ア
ル
案
山
子
で
あ
り
、
訪
れ
る

人
々
に
癒
し
を
、
ま
た
害
獣
の
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
、
サ
ル
を
追
っ
払
っ
て
く
れ
る
約

束
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
定
か
で
は
な
い
。 

お
知
ら
せ 

念
仏
踊
り 

 

こ
の
地
方
で
は
室
町
時
代
が
発
祥
と

さ
れ
て
い
る
念
仏
踊
り
が
あ
る
。
こ
れ
ら

も
戦
後
の
経
済
成
長
が
起
因
し
て
ほ
と

ん
ど
の
集
落
で
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 

現
在
で
は
身
平
橋
組
と
方
瀬
真
菰
組
の

二
か
所
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

・
八
月
十
三
日
、
身
平
橋
の
海
源
寺
で
先

祖
供
養
の
念
仏
踊
り
が
執
り
行
わ
れ
る
。 

・
八
月
十
四
日
、
方
瀬
真
菰
組
の
初
盆
宅

で
念
仏
踊
り
が
執
り
行
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

    

行 
 

令
和
元
年
八
月
一
日

 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

お知らせ 

四谷の千枚田絵画コンクール 

チラシ、専用ハガキは郵便局、道の駅
「もっくる」などにあります 

問合せ☎0532-29-0808(丸八製菓内) 

主催 保存会・東三河郵便局 

 


